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1. 1次関数 y = 2x+ 3で xの値が 0から 1まで増加したときの，
(y の増加量)
(xの増加量)

=
∆y
∆x
を求めなさい。

2. y が xの 1次関数で，xに対応する y の値は次の表のような値になっています。下の表の
くうらん

空欄にあてはま

る数を求めなさい。

x −4 −2 0 2 6

y −7 −1 2

3. １次関数 y = −1
2
x+ 5について、次の問に答えなさい。

(1) x = −4, x = 2に対応する y の値をそれぞれ求めなさい。

(2) xの変域が −4 <= x <= 2のとき、y の変域を求めなさい。

4. 次の条件をみたす１次関数を求めなさい。

(1) x = 5のとき y = 3で xが 5増加すると、y は 2増加する。

(2) グラフが 2点 (2, 3), (−5,−11)を通る。

(3) グラフが点 (1,−2)を通り、直線 y = −3x− 5に平行。
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5. 下の図について。次の問に答えなさい。
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(1) 上図の (1), (2), (3), (4) の直線の式を求めなさい。

(2) 　次の連立方程式を,上の図を利用して求めなさい。


−1

2
x+ y = −2 · · · (1)

x+ 2y = 0 · · · (2)

(3) 直線 (2), (3)の交点の座標を求めなさい。
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